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モ ン シ ロ チ ョ ウ お よ び トビ イ ロ ウ ン カ

卵 に 対 す る 浸 透 殺 虫 剤 の 殺 卵 作 用1,2
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名古屋大学農学部害虫学教室

(1972年9月27日 受 領)

根 部に施 され た殺 虫剤が 植 物体内を 浸透移行 し殺卵作用を示

す ことは,天 敵等 への直接被 毒の影響が少な く,害 虫の発生を

加害ステー ジ以前の卵時期に 抑制す ることがで き 好ま しい害虫

防除法 と考 え られ る。

DAVID (1959)は,オ オモ ンシロチ ョウPieris brassicae L.

が産卵 した カンランにパ ラオ クソンを 根 部処理す ると,パ ラオ

クソンが植 物体内を浸透移行 し殺 卵作 用を示す ことを 報告 して

い る。 そ こでそれ らを再 確認す るとともに,そ の ような殺卵作

用が トビイ ロウン カNilaparvata lugens STALの 卵について

も見 られ るかど うかを実験 したので ここに 報告する。 本 実験に

あた り有益 なご助言 をいただいた 名 古屋大 学農 学部 弥富 喜三元

教授,寒 川一成,宮 田正両助手,本 多 八郎技官 に深 く感謝す る。

材 料 お よび 方 法

供 試 したモンシ ロチ ョウPieris rapae crucivora BOISD-

UVALは 名 古屋市東 山地区で採集 し,ト ビイ ロウ ンカは稲(品

種鈴風)の 芽 出 しで累代飼育(25℃, 16時 間照 明)し た ものを

用 いた。供試薬剤 は各々純度90%以 上 のパ ラオ クソン,ダ イサ

ルフ ォ トン,フ ォー レイ ト,ジ メ トエー トで,4種 とも乳 化剤

Newcol 863,ア セ トン,ベ ンゼ ン(重 量比,1:1:1)の 混合

液 で10%乳 剤 とし使用直前 に水 又は水 耕液 で所定 濃度に稀釈 し

た。モンシロチ ョウ卵の殺 卵実験 はDAVID (1959)の 報告を も

とにおこな った。 土壤(風 乾 し,5mm目 のふ るいでふ るった

愛知県産畑地砂壤 土)330gを 入れた腰高シ ャー レ(直径8.5cm,

高 さ6.5cmで 周囲 をマヂ ックインクで黒 く塗 ったもの)に,苗

床で栽培 され た2～3葉 のカンラン苗(長 岡交配四季穫 カンラン)

を1本 ずつ植 えた。7日 後 カンラン葉上 へ野 外 より採集 した20

～30頭 のモ ンシロチ ョウ成 虫に,飼 育 室(25℃ , 16時 間照明)

のケージ(65cm×50cm×45cm)内 で24時 間産卵 させた。 カン

ラン葉上に産卵 された 卵数 を記録 した後,シ ャー レ当 り20ml

の0.02%, 0.01%パ ラオクソン水稀釈液 を土壤 に施用 した。そ

れ らを恒温室(25℃, 24時 間照 明)内 にお き,産 卵6～7日 後,

無 処理区のふ化が完了 した時に 各処理区のふ化率を調べた。 実

験 は薬剤施 用後,水 をかん水す る場合(約10ml/日/シ ャー レ)

とかん水 しない場合 について各 々2反 復 お こな った。 一 方,ト

ビイ ロウンカ卵に対 す る4種 薬剤の殺 卵作 用を調べるために,

薬剤 を根 部か ら稲体 に浸透 移行 させて 卵に処理 した時 と,薬 剤

を卵 に直接接 触させて処理 した時 の2つ の方法 を用 いた 。薬剤

を稲体 内に浸透移行 させ て処理する 場合 は底 を 切 り取 ったポ リ

エチ レンカ ップ(直 径10cm,高 さ4.5cm)2個 を接着剤 で連

接 し円筒状 ケージ(直 径10cm,高 さ9cm)を つ く り,両 端を

中心部 に直径1cmの 穴を もつ ポ リエチ レン製のふた でおおい,

そ の穴 を通 した稲葉鞘部が ケージ内に位置す るよ う上 の穴は綿,

下 の穴 はワセ リンを塗 った スポンジで固定 した。 スポンジに ワ

セ リンを塗 った のは 毛管現象に よ り薬剤が稲を伝 って ケー ジ内

に 入 るのを 防 ぐためであ る。 これ らを恒温室内において 腰高

シャー レに入れた水耕液(春 日井氏,pH5～6)で 培養 しなが

ら,ケ ージに あけた直径1cmの 側孔 より トビイロウンカ雌成虫

10頭 を入れ24時 問産卵 させた。 成虫を取 り除 き 水耕液で稀釈

した薬剤100mlを 入れた別の腰高シ ャー レに上述の稲を移 しか

え,恒 温室内で薬剤 を根部 より吸収 させた。 その後ふ化 して き

た幼虫を 毎日取 り除 き記録 した。 無 処理区のふ化が 完了 した時

(産卵11～13日 後)稲 葉鞘内の未ふ化卵数を解剖顕微鏡下で調

べた。ふ化率 はふ化幼 虫数/ふ 化幼虫数+未 ふ化卵数の式で 求 め

た。葉鞘内の未ふ化卵数 を調べ るのは,GIFFORD et al. (1969)

の方法に より90%ア ル コールで葉鞘を24時 間 ぐらい脱色 して

後お こな った。 実験は3反 復お こないそれ らの ふ化率の平均を

求めた。 又ふ化未了死(卵 殻か ら頭部だ け出 した状態で死んで

い るもの)は ふ化幼虫 として扱 った。 直接卵に処理す る場合は

シ ャー レ(直 径8.5cm,高 さ2cm)に 水 を含 ませ たろ紙(東 洋

ろ紙No.2)を 敷 き,そ の上 にガラス棒(直 径4mm,長 さ2.5

cm)を2本 並ベ カバ ーグ ラスをのせた。 さらにその上 に薬剤を

含ませたろ紙 片(2×3cm)を のせ卵 をおいた。 そ して これ をパ

ラフ ィルムで密閉 し,産 卵13日 後にふ化率を調べた。実験 は3

反復 お こない,そ れ らふ化率 の平均 を求 めた。 又ふ化 未了死は

ふ化幼 虫 として扱 った。 供試卵は産 卵後間 もない と稲 か ら取 り

出す時に傷がついた りしてふ化率 が低下 す るので,産 卵4日 後

の卵 を用 いた。

結 果 お よび 考 察

モンシロチ ョウ卵の殺 卵実験結 果は第1表 に示す通 りで ある。

薬 剤施 用後かん水 しなか った 場合 は実験期 間中土壤 は 乾燥 して

お り,か ん水 した場合 は湿 潤状態 であ った。 しか し0.02%パ ラ

オ クソ ン処理区のふ化率はいずれ も無 処理区に比較す ると40～

50%ぐ らい低 く,土 壤に施 用 され たパ ラオ クソンは カンラン葉

1 The ovicidal action of systemic insecticides on the eggs of Pieris rapae crucivora BOISDUVAL and Nilaparvata 

lugens STAL. By Takaaki ITO and Tetsuo SAITO (Laboratory of applied Entomology and Nematology, Nagoya 

University, Chikusa ku, Nagoya, 464)
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第1表 カンラン苗にパ ラオ クソンを土壤施 用 した場合 の

モンシ ロチ ョウ卵のふ化率

上 に産卵 されたモ ンシロチ ョウ卵 に対 して 殺卵作用 を 示 した と

い うことがで きよ う。そ してDAVID (1959)は,薬 剤 は卵 と葉 の

接触点か ら入い るのであ って,パ ラオクソンの くん蒸作用 によ

るのではない と述べてい る。 しか し同報告では0.02%の 処理区

のふ化率は0%に 近いのに比 して,本 実験結果 では30～40%

と高 く,又 薬剤施用後かん水す る場合 としない 場合の間に もふ

化率に差が認め られ た。

第2表 は薬剤で稲 を浸根 処理 した時の トビイ ロウ ンカ卵に対

する殺卵作用 の結 果であ る。 トビイ ロウン カ卵に対 して パ ラオ

第2表 薬剤 を稲 に浸根 処理 した場合 の

トビイ ロウンカ卵のふ化率(%)

注:無 処理区のふ化率 は52%。

クソン,ダ イサル フォ トン,フ ォー レイ トの順で殺卵作用を示

し,と くにパ ラオクソンは4ppmよ り作用が見 られ,16ppm

ではふ化率 が1%と 低 く明 らかな殺卵作用が認め られた。 しか

しジメ トエー トは64ppmで も無処理 区に近い ふ化率を示 し,

最高濃度 の256ppmで も21%が ふ化 し殺 卵作用がほ とん ど認

め られ なか った。

卵 に直接 処理 した結 果は第3表 に示 す ように トビイロウン カ

卵 に対 してパ ラオ クソンは10ppmで ふ化率が2%, 40ppmで

第3表 薬剤 を直接 卵に処理 した場合 の

トビイ ロウン カ卵のふ化率(%)

注:無 処理区のふ化率は88%。

0%と きわめて強い作用を示 し,つ いでダイサル フォ トン,フ

ォー レイ トの順に作用が認め られた。 しか しジメ トエー トは40

ppmで も71%と ふ化率が高 くこの場合 も殺卵作用が認め られ

なか った。 この結 果は第2表 とよく似てお り,こ れ らの ことか

ら供試薬剤 を稲体 内に 浸 透移行 させた 時の トビイロウ ンカ卵 に

対す る殺卵作用 は薬剤 自身の 卵 に対 する毒性 に 起 因するのであ

り,薬 剤 の稲体 内での浸透移行 の 差異 によるのではない と考 え

る。 又いずれ の薬剤処理 におい ても死亡卵 に ふ化直前 のものが

多 く観察 され た。これ はス カシバ ガの一種Sanninoidea exit-

iosa SAYや ナ ガカメムシの一種Oncopeltus fasciatus DALL

の卵にお ける直接的なパ ラチ オン処理な どに 見られ る現象(SM-

ITH 1956)と 似 ている。
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